
 

郷土愛を育む「さろま学」の９年間 

  「繋がる（１年生）」⇒「支える（２年生）」⇒「創る（３年生）」 
 

興味をもったらどこまでも突き進んでいくことも、佐中生の良いところの一つ。 

そんな佐中生が夢中になって取り組む「さろま学」（総合的な学習の時間、ふるさと学習）。昨年度の３年

生から提案された佐呂間町活性化案は、町長や教育長をも唸らせる仕上がりとなりました。 

今年度は、９年間のつながりをより強く意識し、小学校で学んだことや経験したことを生かしながら、

地域の人々と学び、社会や地域づくりに貢献できるさろまっ子の育成を目指します。 

１年生「さろまと繋がる」～高齢者福祉に関する体験や講話 あすチャレスクール 

２年生「さろまを支える」～警察・消防・役場で働く方々からの講話 

３年生「さろまを創る」 ～地域活性化案 修学旅行での PR 活動 

 

教科横断的な学び 

 色々な教科で学んだこと（例えば、調べ方・書き方・計算の仕方・伝え方）を生かすこと。さろま学を

通して学んだことを色々な教科に生かすことを「教科横断的な学び」といいます。 

佐呂間の豊かな教材（ヒト・モノ・コト）を味わい尽くしながら、知識を知恵に進化させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年度小中一貫重点目標 

「自ら問い、言葉でつながり、しなやかに挑み続ける」 

～ 心の中に「やってみたい！ やってみよう！」の火を灯そう ～ 

 

令和８年４月３０日発行 
                        

佐呂間町立佐呂間中学校 

文責 校長 太 田 依 里 

 

学校だより 



始業式・入学式 ４月６日（月） 
 

３０名の１年生を迎え、新年度がスタートして１ヶ月が経ちました。

貫禄が出てきて、少し先輩らしくなった２・３年生と、まだ佐中生にな

りきれず、手探り状態で学校生活を送る 1年生。 

 運動会に向けた取り組みもスタートし、にわかにあわただしさも感じ

ます。今年は１０２名の佐中生がどんなドラマを生み出すのか、楽しみ

でなりません。 

 

新入生代表 山前 萌愛 さん 誓いのことばより（抜粋） 

私たちは今、新しい制服に袖を通し中学生としての第一歩を踏み出し

ました。今年度、佐呂間小学校、浜佐呂間小学校、そして私の母校であ

る若佐小学校の 3つの学校からここ佐呂間中学校へと集まりました。私たちは以前から交流学習や修学旅

行を通して、学校の垣根を越えて交流を深めてきました。中学校は生活のきまりや行事などの変化も大き

く、新しい教室や人間関係など、新しい生活への緊張もありますが、それ以上に気心の知れた仲間たちと

一緒に新しいスタートを切れることを、とても心強く、楽しみに感じています。 

 

生徒会長 久須田 美耶 さん 歓迎の言葉より（抜粋） 

 １つ私からお願いがあります。「自分はこういう性格だから」と決めつけないでください。新しい教科、

新しいスポーツ、新しい友達との出会いを楽しんでください。どんなことでも恐れず何事にも挑戦してみ

てください。 

 

新入生を迎える会 ４月７日（火） 
 

新入生に生徒会活動・行事・部活動の様子を伝え、１日も早く佐

中生らしくなってもらいたい！という先輩たちからの後輩愛で企

画された迎える会。工夫を凝らしたプレゼンとあたたかい雰囲気で

進行し、佐中生のよいところをたくさん

見ることができました。 

 

 先輩たちの努力の甲斐があって、２８

名の１年生が各部活動に入部届を提出し、活動に活気が増しています。 

 

 各学級の組織も決定し、係活動がスタート。生徒会書記局は５月７日（木）

の生徒総会に向けて着々と準備を進めています。 

 

 

入学式 PTA 会長 河井 裕樹 様の祝辞より（抜粋） 

 「なんで勉強しなきゃいけないの？」この質問に、あるお母さんは机に水の入ったコップを置いてこう

答えました。 

「算数を学べばこの中に 200㎖の水があるということ」が数字でわかる。 

「理科を学べばこの水は水素と酸素からできていること」がわかる。 

「社会を学べばこの水がどこから来たのか」がわかり 

「そしてこの世界にはきれいな水を飲むことができない人たちがいる」ことを知る。 

「美術を学べばこの水の反射をきれいに描くことができる」ようになるし 

「音楽を学べば同じコップでも水の量で音を変えられること」に気付くことができる。 

「技術を学べばこのコップがどんな素材でなぜ漏れないか」が分かり、人の創造のすごさを知ることがで

きる。 

「保健体育を学べばこの水が体にどれだけ大切なのか」健康を支える命の正体が見えてくる。  

「道徳を学べばこの水を誰かと分け合うことの大切さ」を学べて思いやりの心が育つ。 

「国語を学べば、今私が話した“全部の意味”を“正しく”理解できる」ようになる。 

「英語を学べばこの話を世界中の人と分かち合える」ようになる。 

「哲学を学べばこの話に何の意味があるのか」を考えられるようになる。 

でも、もし何も学ばなかったら… 

「このコップの中にあるのはただの水」で終わる。 

だから勉強するの。 

生徒会書記局の紹介 

部活動紹介（野球部） 



女子バレー部 久保杯優勝！ ４月２５日（土） 

            会場：紋別市スポーツセンター 
 

新入部員５名を迎えての初試合。上湧別学園・ゆうべつ学園・佐呂間中

学校合同チームで幸先の良いスタートを切っています。 

 ≪対戦成績≫ 

  予選グループ戦  対 興部・雄武 B 〇２－０ 

           対 興部・雄武 A 〇２－０ 

  決勝トーナメント 対 紋別     〇２－０ 

           対 遠軽     〇２－０ 

 

男子バスケットボール部 MC リーグ１位通過！ ４月２６（日） 

                  会場：佐呂間中学校体育館 
 

新入部員９名を迎え、久々の大所帯となった男バスは、中体連のシードにも

つながるリーグ戦を、５チーム中１位で通過しました。 

≪対戦成績≫ 

  対 光西・東相内 〇３３－２６ 

  対 紋別クラブ  〇３３－２７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５日（金）スクールカウンセラー来校日 

２２日（金）スクールカウンセラー来校日 

２３日（土）運動会 

２５日（月）振替休業日 

２７日（水）あおぞら号 

２８日（木）避難訓練 

２９日（金）英語検定 

 

お知らせ 

 ６月１日より「衣がえ」準備期間とする予定

です。時期が近づきましたら改めてお知らせ

します。 

5月の行事予定 

１日（金）全国学力・学習状況調査 

      英語 話すこと 

 ２日（土）開校記念日 

７日（木）生徒総会 

８日（金）常任委員会 

      特支入学・進級おめでとう会 

      尿検査２次 

１２日（火）CRT 

       職員会議（５時間授業・部活なし） 

１３日（水）心臓検診 １年生 

       あおぞら号 

１４日（火）運動会特別日課開始 ～２２日 

 

ご協力をお願いします ～保護者向け文書の配布方法について～ 

 

PTA 総会でお話しした通り、今月号から学校だよりを紙とマチコミの両方を使ってご家庭に配布し

ます。ペーパーレスと確実な情報発信という観点から、保護者向け文書の配布について電子化（すべ

てマチコミ）を検討していますが、迷いもあります。 

一定の期間、紙とマチコミの両方で配布したのち、アンケートを実施して決定する予定です。 

≪電子化することへの心配≫ 

・生徒に「預かったものを確実に届ける」（責任感）ということを指導する機会が減ってしまうので

はないか 

・マチコミへの着信が増えることで、緊急時の連絡と区別がつきにくくなるのではないか 

・親子で学校だよりを見ることができなくなるのではないか 



こども支援センター相談窓口のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


